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【報告第1号】　市内公共交通機関の利用状況等について

１日あたり 年間 １日あたり 年間 １日あたり 年間 １日あたり 年間 １日あたり 年間 １日あたり 年間 １日あたり 年間
コミバス 1,576 575,096 1,487 542,932 1,520 554,861 1,280 467,401 1,365 498,376 1,364 497,752 1,420 518,191
コミタク 20 7,361 43 15,337 64 23,371 63 22,881 79 28,654 94 34,241 100 36,556
合計 1,596 582,457 1,530 558,269 1,584 578,232 1,343 490,282 1,444 527,030 1,458 531,993 1,520 554,747

１日あたり 年間 １日あたり 年間 １日あたり 年間 １日あたり 年間 １日あたり 年間 １日あたり 年間 1日あたり 年間
水 口 松 尾 57 20,800 57 20,594 64 23,494 44 15,899 49 17,963 43 15,840 46 16,708
水 口 377 137,503 359 131,139 348 126,923 260 95,164 302 110,060 311 113,264 306 111,625
水 口 石 橋 61 22,191 65 23,711 60 21,736 52 18,803 50 18,193 54 19,807 58 21,266
水 口 城 南 544 198,619 544 198,688 533 194,573 391 142,544 387 141,377 435 158,734 471 171,820
貴 生 川 824 300,748 834 304,437 811 296,099 556 203,339 589 215,031 660 240,922 705 257,408

合計 1,863 679,861 1,859 678,569 1,816 662,825 1,303 475,749 1,377 502,624 1,503 548,567 1,586 578,827

１日あたり 年間 １日あたり 年間 １日あたり 年間 １日あたり 年間 １日あたり 年間 １日あたり 年間 １日あたり 年間
貴生川 541 197,563 531 193,851 558 203,608 400 146,172 424 154,630 432 157,787 440 160,508

紫香楽宮跡 65 23,724 63 23,278 67 24,450 49 17,553 51 18,569 52 18,948 53 19,274
雲井 63 23,072 62 22,639 65 23,778 47 17,071 49 18,058 50 18,427 51 18,745
勅旨 30 11,065 30 10,857 31 11,403 22 8,187 24 8,660 24 8,837 25 8,989
玉桂寺 11 3,954 11 3,880 11 4,075 8 2,925 8 3,095 9 3,158 9 3,212
信楽 453 165,219 444 162,115 467 170,274 335 122,242 354 129,314 362 131,954 367 134,230
合計 1,163 424,597 1,141 416,620 1,199 437,588 861 314,150 910 332,326 929 339,111 945 344,958

１日あたり 年間 １日あたり 年間 １日あたり 年間 １日あたり 年間 １日あたり 年間 １日あたり 年間 １日あたり 年間
貴生川 4,179 1,525,335 4,121 1,504,165 4,145 1,512,925 3,098 1,130,770 3,192 1,165,080 3,426 1,250,490 3,570 1,303,050
甲南 857 312,805 856 312,440 807 294,555 626 228,490 642 234,330 693 252,945 714 260,610
寺庄 754 275,210 753 274,845 757 276,305 688 251,120 654 238,710 695 253,675 705 257,325
甲賀 787 287,255 754 275,210 700 255,500 536 195,640 515 187,975 558 203,670 556 202,940
油日 281 102,565 288 105,120 268 97,820 209 76,285 201 73,365 199 72,635 199 72,635
合計 6,858 2,503,170 6,772 2,471,780 6,677 2,437,105 5,157 1,882,305 5,204 1,899,460 5,571 2,033,415 5,744 2,096,560

R3

R3H29 H30 R1 R2

H29 H30 R1 R2

R2 R3
コミバス等

近江鉄道
R3H29 H30 R1 R2

SKR

草津線

H29 H30 R1

R5

R5

R5

R5

R4

R4

R4

R4

資料1-2資料1-2



《報告第２号》 

1 

資料２ 

令和６年度事業の進捗について 

本協議会でご審議賜り策定した「甲賀市地域公共交通計画」で定める以下の基本理念のもと、

４つの基本方針に基づき取り組みを実施しています。 

≪計画の基本理念≫ 

環境未来都市へ 人と自然の豊かさを創る 甲賀の地域公共交通 

～ 次世代へ みんなで創り 使って 育て 暮らしの一部に ～ 

 

青字で記載している事業は、市一般会計での支出もしくは他団体が主体となり実施する予定です。  

（１） 「甲賀市地域公共交通計画」の進捗管理 

令和５年度（2023 年）から令和１０年度（2028 年）の６年間で策定した計画の目標を達成する

ため、（２）の事業を実施しています。 

（２） 「甲賀市地域公共交通計画」に示す基本方針に基づく事業実施 

基本方針１ 「住み続けたいまちを支える」広域幹線網の利便性の確保と利用促進 

・・・主に、ＪＲ草津線や近江鉄道の利用促進を図ります。 

①ＪＲ草津線の利用促進 

  県や沿線自治体で組織する「滋賀県草津線複線化促進期成同盟会」はもとより、本市独自にお

いて JR と連携しながら、その利用促進や利便性向上、地域活性化に取り組んでいます。 

 ◆滋賀県草津線複線化促進期成同盟会により、今年度実施している主な取り組み 

    ・沿線企業の通勤方法転換にむけたモビリティ・マネジメント事業・・・市内参加企業３社【新】 

    ・ＪＲ寺庄駅に隣接する甲南高校との利用促進に関する意見交換会・・・１２月３日実施 

    ・関西本線沿線自治体と連携した利用促進・・・沿線へのポスター掲示、ポスター作成【新】 

    ・情報発信ＳＮＳの充実（Instagram・Facebook）・・・更新頻度ＵＰ、フォロワー増加対策 

    ・車掌による沿線紹介アナウンスの実施・・・車内にて、各駅近くで開催されるイベント等を紹介 

    ・フォトコンテストの実施・・・実施中、１月３１日まで【新】     

    ・大学課外活動等誘致運賃補助・・・実施中【新】              

◆本市独自での主な取り組み 

    ・公共交通利用促進補助事業 

・・・利用促進に資する活動を行う団体に対し、最大５０万円を上限に補助 

    ・JR と連携した「おためし暮らし」事業の実施・・・２件（貴生川・甲南）募集し、現在活用中 

    ・ＪＲ草津線を利用した観光ルートの造成 

         ・・・関係団体と連携し、ウォーキングやスタンプラリー、酒蔵巡り等を実施    

    ・周遊型スタンプラリーの実施 

・・・甲賀市を舞台にしたアニメとコラボし、１０月１２日～実施中【新】     

・２次交通の充実・・・ＪＲのダイヤ改正に合わせてコミバス等のダイヤ改正を行うほか、通学                         

通勤需要に合わせた利便性向上を図る 

    ・写真展の開催・・・市制２０周年事業として、関係事業者と連携して市内６駅で実施中【新】     
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②近江鉄道の利用促進 

第３種鉄道事業者の一員として、安全を最優先に施設の修繕や改良を行います。また、県や沿線 

自治体、交通事業者と連携し、その利用促進や利便性向上、地域活性化に取り組んでいます。 

 ・地域団体と連携した駅清掃活動実施（水口城南・水口・水口松尾） 

・京都鉄道博物館にて、近江鉄道車両展示イベントにあわせて沿線自治体の紹介 

 

基本方針２  「地域の暮らしを守る」地域間幹線・支線の維持と効率化 

・・・コミバス、コミタクの改善・ダイヤ改正、信楽高原鐵道の利用促進に取り組みます。 

①令和７年度 地域間幹線系統国庫補助金の申請 

  令和７年度（Ｒ６．１０～Ｒ７．９）補助に合わせ申請済→約１０,０００千円を申請 

 

②コミュニティバス・タクシーのダイヤ改定 

第１号議案にて説明 

 

③信楽高原鐵道の持続可能な運行に向けた取り組み 

第３種鉄道事業者として、安全を最優先に施設の修繕や改良を行います。また、信楽高原鐵

道株式会社と連携して観光需要創出に向けた利用促進に取り組んでいます。 

・景観整備…植樹、イルミネーション 

 ・社会資本整備総合交付金を活用した施設整備…まくらぎ、踏切改良、落石防止等 

 ・地域と連携した利用促進…夢の学習、車内装飾など 

 

基本方針③  「環境未来都市へ」利用しやすく使いたくなるサービスの展開 

・・・ICT を活用し利便性を向上します。また、過度な自動車利用からの転換を図り、人    

と環境にやさしい移動手段を選択するための取り組みを進めます。 

①ICT 等を活用した利便性向上 

・各種サービスの利用に向けた調査 

・貴生川駅等の待ち合い環境の利便性向上 

…貴生川駅乗換案内等デジタルサイネージの設置、水口西部コミセンバス停の待合所設置 

   田村神社バス停の改修、道の駅へのデジタルサイネージ設置 

 ※Ｒ５年度に設置したシェアサイクルについて 

   市内に３ポート（貴生川駅（準備中）・水口石橋駅・甲賀市役所）１０台を設置しましたが、９月   

に運営会社が債務整理を開始したため、事業を休止しております。 

  

②わかりやすい情報提供   

・甲賀市公共交通連携時刻表の作成   

 

③モビリティ・マネジメントの推進 

・県と連携した交通環境学習の実施…９校１０回実施 

    ※学習効果を最大限発揮させるため、「運賃補助制度」を独自に実施。 

 ・日本モビリティ・マネジメント会議への参加…２名（福井県） 

 ・コウカエキスポへの参加…環境にやさしいモビリティの展示 
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 ・湖南市と連携した１日バスフリー券の作成 

  ・民間と連携した駅周辺盛り上げイベントの実施（ガチャフェスと連携したイベント実施） 

  ・「鉄道のまち」を広くアピールするため市内全１４駅（１５枚）の記念硬券を販売 

 

基本方針④  「オール甲賀で未来につなぐ」持続可能な仕組みづくり 

・・・不足する運転手の確保、新たな収益モデルの構築を目指すとともに、地域と連携し 

て持続可能な仕組みを構築するための事業を実施します。 

 

①地域と連携した利用促進 

・自治振興会や関連する団体および関係機関との連携による効果的な事業の推進 

    …公共交通利用推進事業補助金の実施 

②新しい収益の獲得 

・広告収入や補助金の活用、運賃制度の見直しにより新たな収益モデルの検討 

    …令和７年度地域間幹線系統国庫補助金（Ｒ６．１０～Ｒ７．９）を申請（再掲） 

③地域で守り育てる取り組みの実践 

・地域の実情に応じた移動支援、いつもの暮らしを守るための体制づくりの構築支援 

    …出前講座の実施、移動支援事業に対する補助・支援の実施 

④担い手の確保 

・高齢化により不足する地域公共交通の担い手の確保と労働環境の改善 

    …人件費や労働時間の見直しによる労働環境の改善 



第1号議案　コミバス・コミタクのダイヤ改正について（2025年4月）

１　改正方針
〇利用状況に応じたコミバス運行本数の見直し

〇お客様等からいただいたご意見やご要望等による改正

〇ＪＲ草津線の利用促進を図るため、駅からの２次交通の利便性改善

　・通勤通学時間帯において、利用者が集中している路線の改善

　高齢化や高齢世帯の増加により、公共交通へのニーズは高まる一方、運転手不足など交通事業の担い手の不足は深刻な状況であり、現状の本数

での運行維持が困難な状況です。そのため、運行の効率化をさらに徹底していくとともに、新しい移動サービスの導入を検討します。

　　①コミバスで利用状況に応じて増減便を行います。（▲20便程度の予定）

　　②減便したコミバス路線にて、著しく利便性が低下する場合は、必要に応じて予約制運行で代替します。

　　④1種免許で輸送が可能となる自家用有償輸送（甲賀市版ライドシェア）導入に向けた実証実験を実施します。

　・予約制デマンド路線の運行本数見直し

　　③コミタクにて、予約が取りにくい（通学時間帯など）状況を解消するため、予約方法や運行時間などの運用を見直します。

　・乗換接続の改善、道路渋滞などの実情に応じたダイヤ間隔の見直し

　２０２４年問題に加え、慢性的な運転手不足により、運行の効率化を図りながらも通学・通勤で利用が多い便を確保し、必要な運行を維持して

おります。しかし、現在も運転手不足が改善する見込みがなく、今年度も1割弱（全体は300便/日・平日）程度の減便を実施します。

　本年4月のダイヤ改正の結果、お客様等から様々な意見やご要望等をいただきました。（以下参照）コミバスや予約制タクシーとも運転手が不足

している状況ではありますが、利便性を少しでも向上させるため、利用状況を勘案しながらできる限りの改善を行います。

　　　●改善を求めるご意見

　　　　・一部の便で非常に混雑（特に、Ａ１八田線、Ａ４三雲駅市役所線　の朝７時台）しており、定刻通りに来ない。

　　　　・ＪＲ草津線の柘植方面やバスからバス、ＳＫＲとの接続が悪い（甲賀駅、貴生川駅）

　　　　・デマンド運行の本数を増やしてほしい（おおはら・あぶらひデマンド）

　　　●評価する意見

　　　　・工業団地でのバス停増設により利用しやすくなった

　　　　・希望ケ丘水口線など、路線延伸した路線で利便性が上がった

　　　　・利用が少ない便を見ることが少なくなった

　・バス停の位置変更や新規設置、運行区間の見直し　　　　　　　　など

資料３
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２　利用状況
①前年度対比コミバス便数・・・減便総数１００便、増便数１５便　→　削減数８５便

　
・再編した主な路線の比較

　※平日・日あたりダイヤ総数：Ｒ５　３８６便　→　Ｒ６　３０１便

②昨年度同月（４～１０月）との利用人数比較

・全体比較　　80便削減したものの、約2,700人の増加

※コミバスの増加は、定期利用が増えたことによる。

　また、コミタクの減少は、雲井小学校の通学便を「コ

ミタク宮町」から「Ｆ４雲井国道線」に改編したことに

よる。

注）三雲駅⇔水口地域工業団地間の路線を「Ａ２広野台線」から「Ａ４三雲駅市役所線」に改編

　※Ｒ５の全便数は３８６便、Ｒ６は３０１便。Ｒ６は、４～１０月までの実績をもとに算出。③便あたり利用者数（平日）

水口 7 1.81% 12 3.11% 1 0.33% 2 0.65%
土山 18 4.66% 34 8.81% 10 3.27% 16 5.23%
甲賀 27 6.99% 34 8.81% 10 3.27% 0 0.00%
甲南 11 2.85% 17 4.40% 6 1.96% 4 1.31%
信楽 19 4.92% 34 8.81% 12 3.92% 9 2.94%
全体 82 21.24% 131 33.94% 39 12.75% 31 10.13%

地域
Ｒ５

１人以下 ２人以下
Ｒ６

１人以下 ２人以下
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３　Ｒ７．４ダイヤ改正（案）について（地域別）

　水口地域 全体共通…道路状況等により、遅れが生じている便について、運行経路や区間タイム等を見直します

Ａ１ 八田線

①朝の時間帯に運行される便の混雑対策として、増便または時間 調

整、車両の大型化を検討Ａ２ 広野台線

①甲賀病院を経由する便が少なく、運行本数やルートを見直し

②利用が少ない便を廃止もしくは時間調整

③かふかの丘東停留所の廃止、宇田地区に停留所を新設

Ａ３ 和野中畑線

①利用が少ない便を廃止もしくは時間調整、ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ路線導入検討

Ａ４ 三雲駅市役所線

①道路渋滞による遅延対策、運行経路を検

討

②昼間時間帯の工業団地経由等経路検討

③利用が少ない便を廃止もしくは時間調整、

運行経路検討

みなくちデマンド

①利用状況に応じて、停

車場所、時間帯を見直

す
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　土山地域 全体共通…道路状況等により、遅れが生じている便について、運行経路や区間タイム等を見直します

Ｂ１ 土山本線

①利用が少ない甲賀病院経由便、大河原行を廃止もしくは時間

調整、ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ導入等を検討

②運転手不足により、最終便の繰上げを検討
Ｂ４大河原・Ｂ６大野小学校・Ｂ７山内巡回・Ｂ８土山北巡回線

①利用が少なく、運行本数も少ないことから、ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ導入による

利便性向上等を検討

B3 南草津土山線

①運転手不足により、運行距離が長く、利用者が１便あたり２人以

下と少ないことから、廃止する。
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　甲賀地域

Ｃ１大原線・おおはらﾃﾞﾏﾝﾄﾞ、Ｂ３ 油日線・あぶらひデマンド

①甲賀駅におけるＧ１広域水口線等とのバス同士の接続利便性を改善

②利便性向上のため、デマンド路線の増便等を検討
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　甲南地域

Ｅ１希望ケ丘・水口線

①朝の時間帯に増便、その他利用が少ない便を廃止検討

②希望ケ丘地域から甲南病院への移動を検討

Ｅ４ 甲南工業団地線

①草津線の利用促進を目的に新設したが、１便あたりの利用

者が0.2人以下と非常に少ないことから、廃止し、コミタク対応

を検討

Ｇ１ 広域水口線

①ダイヤ改正により１往復減便したが、利用が大幅に減少したため、利用

状況を分析し、路線や運行時間を見直す

Ｅ２ 環状線

①ダイヤ改正により１往復減便したが、利用は増加している。Ｅ１希望ケ丘水口

線とともに、希望ケ丘地域から甲南病院への移動を検討
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　信楽地域

Ｆ１ 朝宮線

①昼間時間を中心に、利用者が１人以下の便がある

ため減便を検討

②石山寺、宮尻終点やニュータウン、平和堂経由等、

運行経路を利用状況に応じて見直す

Ｆ２ 多羅尾線・たらおデマンド

①昼間時間を中心に、利用者が１人以下の便があるため減便を検討

Ｆ３ 田代畑陶芸の森巡回線

①昼間時間を中心に、利用者が１人以下の便があるため減便を検討

②陶芸の森へアクセスしやすいよう、たしろはたデマンドの増便を検討

Ｆ４ 雲井国道線

①昼間時間を中心に、利用者が１人以下の便があるため減便を検討

②遅延や危険バス停への対応のため、通学便の運行時間・経路を再検討
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コミタク

①停車場の見直し

　・区や自治会の要望に基づき停留所を新設

②運用の見直し

・運行時間、予約時間の見直し

・運行エリアの見直し

　コミバスの廃止により、今までの目的地に行けないなど、利便性が著しく低下しているエリアにおいて、実証的に、エリア跨ぎ運行を可とする。

　　想定エリア…貴生川エリア（宇川地区→★エリア）、柏木エリア（宇田地区→貴生川駅）

　　　※ただし、片道運行５００円とする。（運賃は２乗車分２５０円＋２５０円とし、無料乗車も使用不可）

　本改正により、現在エリア外の運行を行っている柏木エリアの ★ への移動にも適用する。

４　今後の改正スケジュールについて

　12月16日　　 活性化協議会・議会に対し、再編案の意見聴取

 　 1月下旬     　活性化協議会（自動車部会）・議会へ最終案の説明、地元説明

　  2月中旬　  　活性化協議会（自動車部会）にダイヤ最終報告

　 ３月中旬　　  議会説明、プレス発表

　 ４月1日　　    ダイヤ改正

運行時間

出発時刻

予約時間

メリット

希望する時間の１時間前まで 希望する時間の３０分前まで

概ね希望する時間に利用できる
　運行、予約時間で便利になるが、運行時間を限定
するため、運行時間に予定を合わせる必要がある

現　行 変更案

８：００ ～ １８：５９ ７：３０　～　１９：３０

運行時間内に希望する時間 定時運行（例・・・毎時３０分など）
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≪第２号議案≫ 

 

 

自家用有償旅客運送の導入について 

 

資料４－１で説明しましたとおり、地域の移動課題の解決し、移動手段を維持するため、利用状況や

道路状況などの地域特性に応じ、自家用自動車を活用して第一種運転免許保持者で輸送できる「自

家用有償旅客運送」の導入に向けた実証実験を以下のとおり行い、土山地域での導入に向けて、関係

者との調整を進めてまいります。 

 

●実施概要（案） 

バス運転手不足のため、土山地域運行するコミバス６路線のうち、３路線を廃止し、自家用有償旅客

輸送を導入することで、幹線路線（Ｂ１土山本線）の維持を図ります。 

運送・事業主体 甲賀市 

目  的 

移動課題の解決に向け、地域の特性に応じた移動手段の構築を目指す。 

第一種運転免許保持者で運行できる「自家用有償旅客輸送（公共ライドシェ

ア）」により、本格導入、他地域への展開を見据えた、運営面（運転手確保や予約

方法など）での課題、利用状況、運行状況など住民ニーズの洗い出しを行う。 

運送形態 
道路運送法第７８条第２号 自家用有償旅客輸送（事業者協力型） 

 ・運行管理（運転手雇用）、車両管理を㈱シガ・エージェントシステムに委託 

運行様態 区域型 

運行期間 2025 年 2 月 ～2025 年 9 月 30 日まで 

運行体制 

運転者 → 受託者運転手 

（第２種運転免許所持者および必要な講習を修了した第１種運転免許所持者） 

車両 → 受託者が準備（委託者である市が認めるもの：普通車、マイクロバス等） 

運行エリア 甲賀市土山町３エリア内での運行 （山内・鮎河、大野、土山エリア） 

運行時間 ７：３０ ～ ２０：００ （全日）  

利用料金 

１エリア（１乗車）２５０円（甲賀市コミュニティバスの運賃表に準ずる） 

※ただし、エリア外の共通乗降箇所へ移動する場合、５００円（２エリア＝２乗車

分）もしくは、７５０円（３エリア＝３乗車分）とする。 

定期券は、通学定期券のみコミュニティバスと同様の料金で設定。 

乗降場所 

・集会所など自宅最寄りの安全に停車できる場所 

（事前登録時に受託者が指定） 

・公共施設、医療機関、商業施設 等 

※市民の買い物や通院など日常生活の支援を目的とし、私宅間の移動はしない。 

 

導入に向け、先進事例やＩＣＴを活用したシステムについての調査を行っておりますが、次のステップ

として、まずは実証実験を 12 月 23 日より行います。 ・・・  資料４－３  

 

   

 

１ 

資料４－２ 



 

●法第７８条第２号 自家用有償旅客輸送について （国土交通省ＨＰ資料から抜粋） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

２ 



 

●運行エリア 

・区域型 

甲賀市土山町域の以下３エリアにおいて運行します。既存バス停は原則利用しません。 

      ・・・ 大野エリア 

      ・・・ 土山エリア 

      ・・・ 山内・鮎河エリア 

 

 

        

３ 

フレンドマート 

近江土山 

土山地域市民センター 

田村神社 



≪第２号議案≫ 

 

 

交通空白解消に向けた地域の移動手段を確保するための対策について 

 

今までの経過 

・本市では、平成３年の甲南地域を皮切りに、民間路線バス廃止に伴う代替として、滋賀バス㈱および

㈱シガ・エージェントシステムによるコミュニティバス運行を開始 

・広大な市域で「交通空白地」を生み出すことなく、バス・鉄道・予約乗合タクシー・タクシーの運行事業

者とともに交通網を形成し、それぞれの事業者は、厳しい経営状況にありながらも限られた輸送資源を

最大限活用し、地域の移動手段を確保 

・市としても、県下最大級のコミバス・コミタク路線網、そして市内３鉄道１４駅の維持に対して多額の経

費を投入し、移動手段の確保、利便性を向上 

 

現在の課題 

・全国的に、２０２４年問題への対応や慢性的なバス・タクシー運転手不足が相まって、各地でバス路線

の廃止や減便が実施され、本市でもその状況は深刻であり、生活に必要な輸送を維持するために、や

むを得ず、２０２４年４月に約８０便のコミバスを減便 

・通勤・通学、通院などの利便性を一定確保したうえで見直したものの、地域によっては「不便になった」

との声をいただくなど、交通利便性に地域間で違いが発生 

・運転手の確保のため、事業者では採用活動等に尽力されているが、運転手不足が改善する見通しは

立っていない一方で、高齢化等により移動ニーズは多様化 

 

   ①コミバス・タクシー運転手の不足による減便・廃止 

・利用が多い便で慢性的な混雑・遅延の発生による利用離れ  

    ・利用が少ない便を減便した結果、通院や買い物など高齢者の外出機会が減少 

    ・高齢世帯の増加による家族送迎の消失  

    ・運行時間の短縮による夜間時間帯の移動資源不足 

   ②予約乗合タクシー輸送で担える事業量の限界 

   ③車両修繕部品の入手困難、更新費用の増大 

 

課題解決に向けて検討すること 

課題の解決に向け、以下の対策を実施します。 

 

道路運送法第４条での輸送を原則とするが、利用状況や道路状況などの地域特性に応じ、自家

用自動車を活用して第一種運転免許保持者で輸送できる「自家用有償旅客運送」を導入し、課題

の解決に向けた実証実験を行う 

    → 利用が少ない路線は廃止し、予約運行に切り替え、利用が多い幹線路線に集中するなど、

利用状況に応じて効率的に配置することで、幹線路線を維持 

→ 第二種運転免許保持者だけでなく、第一種運転免許保持者で運行が可能 

→ 自家用自動車の活用によるバス車両からのダウンサイジング化 

 ※ただし、第一種運転免許保持者についても、担い手を確保することが難しいと想定される 

ため、第二種運転免許保持者も含め確保に向けた取り組みを並行して進めていきます。 

 

１ 

資料４－１ 



 

自家用有償旅客運送等を検討している区域 

（今回協議する区域） 

・バス運転手不足による路線廃止への対応 

 甲賀市土山町域で運行する６路線のうち、４路線を廃止し、幹線路線（Ｂ１土山本線）を維持 

 

 

 

 

（今後導入を検討していく区域） 

・コミバスの始発繰下げ、終発繰上げ等による交通空白時間帯への対応 

 本市では、現在市内全域にコミバス・予約制乗合タクシーを運行していますが、平日ではコミバスの運

行時間は６時～２０時、コミタクは８時～１９時となっており、土休日では、コミバスの運行時間も短くなるう

え、運行便数が平日と比較して約３０％と少なくなっております。 

主に駅からの帰宅等としての利用が多いものの、交通空白が生じており、主に自家用車での送迎や

民間タクシーを活用いただいていますが、利便性の低下がＪＲ草津線の利用者にも影響すると考えてい

ます。 

 民間タクシーについては、新しい生活様式の広がりにより厳しい状況の中、このような時間帯やバス・

鉄道では応えきれない細かなニーズに対応していただいておりますが、利用者数が減少している一方、

２０２４年問題への対応や運転手不足により、朝や夜間などには配車が難しい時間帯、曜日がある状況

です。 

  

 

 

２ 

●コミバスで対応する路線 

・・・Ｂ１土山本線 全時間帯（幹線：１時間１本を確保） 

・・・Ｂ１土山本線、Ｂ５寺庄線 

通学時間帯のみ（土山小学校、土山中学校、甲南高校） 

→上記以外については、地域を３エリアに分け、自家用有償旅客輸送で対応 



●自家用有償旅客運送について （国土交通省ＨＰ資料から抜粋） 

 

 

 

 

３ 



 甲賀市土山町の３エリア内での限定運行

　詳しくは裏面をご覧ください。

滋賀県地域特性に応じた交通ネットワーク構築事業　

事業主体：滋賀県・甲賀市　　　運送主体：シガ・エージェントシステム㈱

利用方法 　事前登録（初回予約時もしくは事前にＦＡX）および乗車時は予約が必要

利用料金 　無料（今回の実証実験期間中に限ります。）

この実証実験は、新しい輸送サービスの導入に向けた課題調査を目的としているため、
実施期間中に運行エリアや利用方法の変更を行う場合があります。

　【第2期】　2025年２月上旬　～　2025年3月上旬まで　（予定）

運行エリア
  （山内・鮎河エリア、大野エリア、土山エリア）

　甲賀市では、市民の皆様が利用しやすい公共交通網となるよう、毎年ＪＲ等のダイヤ改正に合わせコミバ
ス・コミタクの運行見直しを行っております。
　しかし、バスやタクシーは、労働時間規制（２０２４年問題）が影響して運転手不足がより深刻になって
いる一方で、高齢化により移動ニーズは年々高まっています。
　そのことから、滋賀県と連携し、市民の皆様の移動手段を守り、地域公共交通を維持していくため、「新しい公共交通
サービス」の導入に向け、期間および運行エリア限定・無料で実証実験を行いますので、ぜひご利用ください！

運行期間
　【第1期】 2024年12月23日(月) ～ 2025年1月31日(金)までの平日

 　　　　　（運行時間）　8:30～17:30　※予約時間　7:30～16:30

   新しい公共交通サービスの導入に
   向けた実証実験を行います!

※ただし、１２月３１日～１月５日は運休いたします。

無料

共通乗降箇所(４か所)または
エリア内の商業施設・
医療機関・公共施設

ご自宅最寄りの指定箇所
（予約時に指定します）
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 ★利用の１時間前までに、電話で　シガ・エージェントシステム㈱　に連絡します。

 運行エリア

　　　　大野コミセン、大野小学校、公民館など 　　田村神社、滋賀銀行、土山小学校など

　予約・運行について 実証事業について

③山内・鮎河エリア 　※３エリア共通で利用できる乗降箇所
　　・田村神社、フレンドマート、近江土山、
　　　土山地域市民センター

　甲賀市建設部公共交通推進課　

　利用上の注意
　　①本実験は、市内での導入に向けた実験であり、本格運行を保証するものではありません。
　　②ご利用に際し、簡単なアンケートにご協力いただきます。
　　③乗合をお願いする場合があります。
　　④甲賀市民以外でも利用できますが、事前登録が必要となります。
  　⑤予約状況により、ご希望の時間に利用できない場合があります。

　　シガ・エージェントシステム㈱　　

　　　　山内公民館、かもしか荘、青土ダムなど

電話　080-1177-7464/平日 7:30～16:30 電話　0748-69-2215/平日 9:00～17:00

　　　初回予約時に必要事項を伝える　or　事前に必要事項を記載しFAX(66-1300)する

　　「新しい公共交通サービス実証実験」ご利用方法

①氏名（ふりがな）　②電話番号　　③携帯電話番号　　④住所　　⑤利用予定の施設
（必要事項）

 ★以下の５点について、事前登録をして下さい。

（乗降地点例）
　②土山エリア①大野エリア

　　 予約の際、以下を担当者にお伝えください。
（必要事項）

・ご自宅近くの安全な場所で乗降して
いただきます。※予約時に指定した箇所と
なり、ご自宅前までは運行しません。

・エリア内の商業施設・医療機関・公
共施設へ移動できます。※個人宅や
エリア外へは運行しません。

①氏名（ふりがな）　②携帯電話番号　　③利用時間　　　④利用区間

共通乗降箇所(４か所)または
エリア内の商業施設・
医療機関・公共施設

ご自宅最寄りの指定箇所
（予約時に指定します）

予約電話番号080-1177-7464

詳しい利用方法については、お気軽にお問い合わせください！

近江土山や田村神社でコミバスに乗継される場合は、1日フリー乗車券を進呈！


